
保健医療の国際化に

対応する医学教育

ー教育環境の国際化と
実践的語学教育を目指してー実践的語学教育を目指して

国立大学法人

三重大学
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三重大学



1-(1). 人材養成目的の明確化( ) 人材養成目的 明確化

三重大学の教育目標

■ 「感じる力」「考える力」「生きる力」がみなぎり

三重大学の教育目標

■ 「感じる力」「考える力」「生きる力」がみなぎり、

地域に根ざし国際的にも活躍できる人材を育成する。

三重大学医学部の教育目標

■ 確固たる使命感と倫理観をもつ医療人を育成し、豊

かな想像力と研究能力を養い 人類の健康と福祉のかな想像力と研究能力を養い、人類の健康と福祉の

向上につとめ、地域および国際社会に貢献する。

（三重大学医学部規程第1条の2）
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（三重大学医学部規程第1条の2）



1-(2). 成績評価基準等の明示

■ シラバスを用いた到達目標 教育内容 成績評価基準 学習資料の提示■ シラバスを用いた到達目標、教育内容、成績評価基準、学習資料の提示

■ 講座横断的教育活動における教育担当専門委員会の組織

■ 専門委員会による事前説明会、観察記録・ポートフォリオ・実技試験・

筆記試験による多角的な総括評価と形成的評価

■ 医学看護学教育センターによるきめ細かい学生支援

第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

医学部カリキュラムと教育支援体制 ( ) 単位数

クリニカルクラークシップ (53)
大学病院実習・地域実習・海外実習

外国語教育(14)

統合教育 (8) 
専門教育(11)

基礎医学社会医学
講義・実習 (31)

問題基盤型
チュートリアル (15)

臨床医学講義・実習 (33)

初期体験実習(1)

基本的臨床
技能教育（1)

研究室研修(7)

外国語教育(14)

基礎教育(8) 保健体育教育(2)

臨床医学講義 実習 (33)

( )

チュートリアル専門委員会

基本的臨床技能

クリニカルクラークシップ
専門委員会

共通教育および
初期医学専門委員会

研究室研修
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教育専門委員会 国際臨床教育専門委員会

初期医学専門委員会 専門委員会

医学看護学教育センター



1-(3). ファカルティ・ディベロプメントの実施

■ 高等教育創造開発センターによる全学的FD
■ 医学看護学教育センターによる医学部教員を対象にしたFD  
■ 学生と教員がともに参加するFD （第3学年学生、第5学年学生）

■ 海外交流大学教員によるFD

4学生が参加するFD 海外教員によるFD



1-(4). 自己点検評価等の実施体制・展開と評価結果の反映

■ 授業改善アンケートの実施

■ 授業改善アクションのシラバスへの掲載■ 授業改善アクションのシラバス の掲載

■ 点検評価情報のWEBへの公表

■ 学生教員の双方向性評価とフィードバック

■ 外部評価の積極的導入

内部評価 外部評価

カリキ ラム評価
医学看護学
教育センタ

地域医学
カリキュラム評価

教員評価
学生への教育効果の評価

教育センター

医学部
教務委員会

教育関係者

学生への教育効果の評価
大学への社会貢献度評価

教務委員会

カリキュラム別

海外交流
大学教員
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専門委員会

学生 医学部教員



2-(1). 取組の趣旨・目的・到達目標

取組の趣旨

■アフリカをはじめとする開発途上国に対する医療支援を

理解できる人材の養成理解できる人材の養成

■国を超えて伝搬する感染症に対応できる人材の養成■国を超えて伝搬する感染症に対応できる人材の養成

医療技術革新の国際競争 国際協調を理解できる■医療技術革新の国際競争・国際協調を理解できる

人材の養成

■医学教育の世界標準化を理解する人材の養成
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取組の背景

「平成18年度特色ある大学教育支援プログラム」

海外医学部と連携した臨床医学教育海外医学部と連携した臨床医学教育

50
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20 新型インフルエンザ
流行による一部中止
(実施25名,中止31名)

0
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年度

7
海外実習参加学生数



タンザニア・JICAプロジェクト訪問

8
豪州・フライングドクター体験



第6学年臨床実習に対する修学達成度（自己評価）
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開発途上国・
新興国実習学生

先進国実習学生
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新興国実習学生



海外臨床実習に対する学生の意見

■ 日本の医学教育に対して新しい視点を持つことができた。

■ 途上国の保健医療上の課題や世界で日本の医師が果たす

べき役割を理解できた。き役割を理解できた。

■ 医療は国、地域の気候風土や経済状況により異なることを

理解できた。

■ 地域の状況に合った地域医療のあり方を知ることができた。■ 地域の状況に合った地域医療のあり方を知ることができた。

■ 結核、エイズ、マラリアなどの診療を経験することができた。
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学生自身が考える自らの課題

英語コミュニケーション力 5 とても大きい

Rating scale

3

4

5

英語 ミ ケ ション力 5; とても大きい

4; 大きい

3; 普通

1

2

3

医学知識積極性

; 普
2; 小さい

1; とても小さい

先進国実習学生

（n=39)
●

臨床技能

（n=39)
開発途上国・新興国

実習学生 (n=60)
▲

報告書に記載された課題；問題解決能力、ストレス耐性、自己管理能力、

実践的語学力 コミュニケーション力
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実践的語学力、コミュニケーション力、

国際保健医療の理解、異文化理解



取組の目的

国際保健医療の現場で活躍する人材、国際感覚を持って

地域医療に貢献する人材を養成するため 体系的な国際化地域医療に貢献する人材を養成するため、体系的な国際化

医学教育を導入し、既に実施している海外臨床実習との

到達目標

連携による高い教育効果を達成する。

到達目標

1. 国際医療保健学について入学後早期から継続して

学べる教育体制を構築する。

2.   異文化理解・医学教育や医療の国際化理解を促進

する学内教育環境の国際化を図る。

3.   実践的英語力・コミュニケーション力を継続して

学べる教育法 導入と教材開発を行う
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学べる教育法の導入と教材開発を行う。



2-(2). 取組の具体的内容と実施体制等

第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

海外体験実習（早期暴露）
体系的国際保健

医療教育 体系的国際保健医療教育講義・
インターネットを用いた海外からの講義・カンファレンス

海外
臨床実習

海外交流大学からの学生受入教育環境の

インタ ネットを用いた海外からの講義 カンファレンス

国際化 外国人教員の雇用、外国人留学生のTAとしての採用

英語による

少人数による医学
英語教育・コミュニ
ケーション教育

英語での臨床教育

海外実習準備
臨床英語教育

英文課題を用いた
チュートリアル教育

研究室
研修での
英文

レポ ト
実践的医学

英語による
診療録記載・
プレゼン演習

TOEIC

ケ ション教育

TOEIC

臨床英語教育レポート英語教育と評価

医学英語検定試験 医学英語検定試験
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TOEIC TOEIC

; 既に試験的導入を行っている教育内容 ; 特色GPで実施した教育プロジェクト



取組内容の特色

■ 開発途上国の医療現場への早期暴露による国際保健医療

への動機付け教育 （第1-2学年）

■ 海外交流大学教員によるリアリティ のある体系的国際保健■ 海外交流大学教員によるリアリティーのある体系的国際保健

医療教育 （第1-3学年）

■ 外国人教員・TAによる少人数実践的英語教育・コミュニケー

ション教育 （第1-2学年）ション教育 （第1 2学年）

■ 専門医学教育での英語教材の積極的導入 （第3-5学年）

■ 海外からの交換学生受入の拡大による海外学生とともに

学ぶ機会の創出 （第5 6学年）
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学ぶ機会の創出 （第5-6学年）



実施体制（評価体制を含む）実施体制（評価体制を含 ）

学内体制 学外協力体制

医学部教務委員会

際 学教育専 委員会 海外交流大学国際化医学教育専門委員会

医学看護学教育センター

海外交流大学

医学看護学教育センター

国際交流部門

学生
教員

三重大学国際交流センター

医学部附属病院卒後臨床研修部
教員

カリキュラム
医学部附属病院卒後臨床研修部
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医学看護学教育センター
実施体制

医学看護学教育 タ

センター長（教授） 全体統括・企画立案・調査評価分析

学生支援部門（講師）
学生なんでも相談室、学生生活支援一般
奨学金

国際交流部門（教授）

奨学金

海外臨床実習支援、交換学生支援

地域医療教育部門（教授） 地域医療学教育研究
地域医療実習支援

教育情報部門（講師）

地域医療実習支援

地域医療情報、国際医療情報教 情報部 講
遠隔地医療研究開発

基礎系教育助教 4名、内科系教育助教3名、外科系教育助教1名
産婦人科系教育助教1名 小児科系教育助教1名 地域医療担当教育助教1名
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産婦人科系教育助教1名、小児科系教育助教1名、地域医療担当教育助教1名



実施体制

2008年度大学院教育改革支援プログラム

「国際推薦制度による留学生教育の実質化」「国際推薦制度による留学生教育の実質化」

との連動によるTAの確保

留学生宿舎の整備

17



実施体制

学部間協定大学との連携 ・中国 上海交通大学

・中国 香港中文大学中国 香港中文大学

・タイ コンケーン大学

・アラブ首長国連邦 シャルジャ大学アラブ首長国連邦 シャルジャ大学

・ザンビア ザンビア大学

・タンザニア ムヒンビリ大学タンザニア ムヒンビリ大学

ガーナ ガーナ大学

ドミニカ共和国 イベロ-アメリカーナ大学ドミニカ共和国 イベロ-アメリカ ナ大学

スウェーデン イエーテボリ大学

イタリア ペルージャ大学イタリア ペル ジャ大学

米国 ウエイン州立大学

・米国 ニューメキシコ大学
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・米国 ニューメキシコ大学



2-(3). 取組の評価方法・評価体制

〔教育効果に対する評価〕

■ 卒後研修部と連携した医学部卒業生の進路、指導者としての活動に

関する長期的なフォローアップ

■ 医学英語検定試験、TOEICのスコアアップ

■ 第6学年海外臨床実習学生に対する海外交流大学教員からの評価

〔カリキュラムに対する評価〕〔カリキュラムに対する評価〕

■ 教育カリキュラムに対する学生からの評価

■ 教育カリキュラムに対する海外交流大学教員からの評価■ 教育カリキュラムに対する海外交流大学教員からの評価

〔大学に対する評価〕

大学 際 献力と 際競争力■ 大学の国際貢献力と国際競争力

■ 国際化医学教育の地域への還元

19■ 教材の開発、取組成果の公表を通じた他大学の教育向上への貢献


